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「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。
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マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.35
％
で
１
千
万
ま
で
（
９
月
６
日
現
在
）
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈
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「さわやかあいさつ運動」実施中！！

当
所
で
は
、
21
世
紀
の
活
力
に

溢
れ
る
習
志
野
市
の
創
生
を
願
い
、

そ
の
行
動
計
画
と
な
る
「
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
０
」
を

策
定
し
、
現
在
、
そ
れ
ら
の
実
現

に
向
け
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
核
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
工
業
振

興
策
の
一
環
と
し
て
、
革
新
的
な

事
業
展
開
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る

企
業
を
、
そ
の
事
業
化
段
階
に
応

じ
て
き
め
細
か
く
応
援
す
る
「
地

域
新
産
業
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
６
月
か
ら
実
施
（
下
記
事

例
参
照
）
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
千
葉
県
が
「
新
事
業
創
出

促
進
法
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
後
も
、
新
産
業
分

野
へ
の
創
出
・
技
術
（
人
材
）
的

な
諸
問
題
な
ど
の
解
決
策
を
、
当

所
が
窓
口
と
な
っ
て
関
係
諸
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先：

習
志
野
商
工
会
議
所

産
業
振
興
課
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.iri.pref.chiba.jp/̃pl
atform

★
取
扱
店
ス
テ
ッ
カ
ー
を
一
新

習
志
野
市
商
店
会
連
合
会
（
会

長：
高
橋
賢
氏
）
で
は
、
市
内
商

店
街
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て

「
習
志
野
市
内
共
通
商
品
券
（
ギ
フ

ト
商
品
券
）：
額
面
５
０
０
円
券
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

年
末
に
む
け
て
の
ギ
フ
ト
・
贈
答

用
と
し
て
、
ま
た
、
商
店
街
や
社

内
イ
ベ
ン
ト
の
賞
品
の
一
部
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

現
在
、
市
内
３
８
０
の
事
業
所

が
「
市
内
共
通
商
品
券
取
扱
事
業

者
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
市
内
全
域
の
商
店
で
ご
利

用
で
き
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
取
扱
店
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
登
録
は
習
志
野

市
商
店
会
連
合
会
事
務
局
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
登
録
く
だ
さ
い
（
取
扱
事
業
者

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
商
連
事
務

局
へ
直
接
お
問
い
合
せ
下
さ
い
）。

★
問
合
せ
先
　
習
志
野
市
商
店
会

連
合
会
事
務
局
@：

（
４
５
５
）

１
９
５
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ：

（
４
５
５
）

１
９
５
６

▲商品券（見本）

▲このステッカーのあるお店で利用できます

地域新産業創造プラットフォーム

バイオプラットフォーム

＜地域新産業創造プラットフォームのイメージ図＞�

技術開発�
技術移転�

県全域�
新規成長分野の振興�

かずさアカデミアパーク�
バイオ関連産業の振興�

資金供給�
マッチング�

経営指導�

人材育成�

スタート�
アップ支援�

マーケ�
ティング�

かずさアカデミアパーク推進課�

bõ発明協会千葉県支部�
b機械金属試験場�

b工業試験場�

b東葛テクノプラザ�
bかずさインキュベーションセンター�
b中小企業総合指導所�

ú千葉県産業振興センター�

かずさアカデミアパーク推進課�

ñかずさ�
アカデミアパーク�

かずさDNA研究所� かずさインキュベーション�
センター�

・創業者等を対象として、起業家講座を開催し、商品開発や経営
　管理に関する知識等の習得を支援します。�
・産学官から構成される研究組織に研究開発を委託、当該研究費
　の資金供給によって、産学官共同の研究開発を促進します。�
・新規成長分野である、医療福祉・新製造技術に関する研究会を
　開催し、当該分野の新産業創出を支援します。�
・大学や大手企業退職者等研究者・技術専門家の派遣指導による
　技術的諸問題の解決を図り、研究開発の促進を図ります。�
・新技術の用途開発、市場動向や販路拡大策等を調査し、研究開
　発の方向性を探ります。�
・中小・ベンチャー企業と金融、販路関係者等との出会いの場と
　しての「ベンチャープラザ」を開催します。�
・大学の研究事例、研究成果、休眠特許、企業の研究成果等を一
　堂に展示する「産業メッセ」を開催します。�
・大学の研究シーズ、休眠特許、支援機関の支援策等を掲載した
　情報誌を発行します。�
・科学技術文献情報（JOIS）や特許情報（PATRIS）の検索による
　情報を提供します。�
・特許、経営、金融、技術に関する無料相談日を設け、これらに
　関する対応策等についてアドバイスします。�

b人材育成�

b技術開発�
　技術移転�

bマーケティング�

bマッチング�

b情報提供�

b無料窓口�
　相談の開設�
�

事
業
所
名
…
京
新
工
業
ñ

東
習
志
野
６
ー
15
ー
６
　

@
４
７
５
ー
０
４
７
２

代
表
者
…
森
　
元
　
さ
ん

設
立
…
昭
和
42
年
４
月

取
扱
品
目
…
熱
可
塑
・
硬
化
性
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
全
般

研
究
開
発
分
野
…
土
木
建
築
分
野

に
お
け
る
作
業
効
率
・
安
全
性
ア

ッ
プ
の
た
め
の
部
品

◆
支
援
希
望
項
目

・
技
術
支
援
（
人
材
）
及
び
製
造

装
置
（
機
械
）
に
つ
い
て
の
情
報

提
供

・
試
験
研
究
機
器
の
利
用

◆
支
援
希
望
に
対
す
る
県
の
対
応
策

・
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
て
技
術

士
の
紹
介

・
専
門
派
遣
事
業
（
事
業
費
２
／

３
を
国
、
県
が
補
助
）、
テ
ク
ノ
バ

ン
ク
の
紹
介
（
無
料
）

・
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
の
試
験
研

究
機
器
の
紹
介
（
見
学
は
無
料
、

但
し
使
用
料
は
有
料
）

そ
の
後
の
進
展

・
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
を
訪
問
し
、

試
験
研
究
機
械
等
の
見
学
や
技
術

士
と
相
談
を
行
う
。

・
機
械
を
導
入
し
新
規
分
野
に
参
入

◆
利
用
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

・
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
、
当
社

に
お
い
て
も
活
用
で
き
そ
う
な
機

器
が
多
数
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の

事
業
展
開
し
だ
い
で
は
、
活
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

・
技
術
士
と
の
相
談
は
、
今
後
の

事
業
展
開
の
中
で
役
立
つ
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
た
。

▲社長の森元（はじめ）さん

▲超音波ウェルダー（プラスチックと金属の溶着機）



第１７４号（２）平成１３年９月１０日発行 商　工　習　志　野

第
83
回
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
が
、
日
大
三
高
（
西
東
京
代
表
）

の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
千
葉
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
我
が
習

志
野
高
校
野
球
部
は
、梶
岡
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
と
し
た
全
員
野
球
で
、

そ
の
爽
や
か
な
姿
を
甲
子
園
で
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

で
も
久
々
の
甲
子
園
出
場
と
あ
っ
て
、
各
地
区
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。
今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
特
集
で
は
、
私
達
に
感
動
と
夢
を
与
え
て

く
れ
た
「
習
高
野
球
部
」
の
熱
き
戦
い
を
振
り
返
り
ま
す
。

千
葉
県
大
会
の
決
勝
戦
は
、
大

会
前
の
評
判
を
覆
し
、
ノ
ー
シ
ー

ド
な
が
ら
勝
ち
上
が
っ
た
我
が
習

志
野
高
校
と
Ａ
シ
ー
ド
の
東
海
大

望
洋
と
の
間
で
、
７
／
29
∂

に
３

万
人
を
越
え
る
大
観
衆
の
中
、
マ

リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
準
々
決
勝
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

で
勢
い
に
乗
る
習
志
野
が
望
洋
の

エ
ー
ス
鈴
木
君
を
攻
略
し
、
２
―
０

で
迎
え
た
９
回
、
ダ
メ
押
し
の
４

点
を
挙
げ
、
投
げ
て
は
佐
々
木
君

が
５
安
打
完
封
の
６
―
０
で
、
見
事

14
年
ぶ
り
７
度
目
の
千
葉
県
代
表

の
座
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

甲
子
園
で
の
初
戦
の
相
手
は
、

今
春
の
選
抜
大
会
で
ベ
ス
ト
８
入

り
し
た
強
豪
の
尽
誠
学
園
（
香
川

県
）。
１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
は
、

千
葉
県
大
会
か
ら
の
勢
い
を
そ
の

ま
ま
発
揮
し
た
習
志
野
が
、
甲
子

園
で
も
堅
い
守
り
と
安
定
し
た
投

手
力
で
踏
ん
張
り
、
見
事
３
―
１
で

勝
利
。

ち
わ
を
１
、
０
０
０
本
用
意
し
、

一
回
戦
の
応
援
団
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
、

北
口
を
始
め
、
各
地
区
商
店
街
に

お
い
て
も
、
独
自
の
横
断
幕
や
の

ぼ
り
旗
を
用
意
し
た
り
、
第
83
回
に

ち
な
ん
だ
８
３
０
円
均
一
セ
ー
ル
を

実
施
し
た
り
と
、
ま
さ
に
市
内
は
習

高
野
球
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

当
所
で
も
、
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

「
商
工
会
議
所
号
」
を
一
回
戦
で
用

意
し
、
約
40
名
の
参
加
者
と
と
も

に
、
憧
れ
の
甲
子
園
で
選
手
達
に

大
声
援
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
当
所
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
街
お
こ
し
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
及
ぼ

す
経
済
効
果
や
地
域
の
活
力
と
い

っ
た
観
点
か
ら
も
、
継
続
的
・
積

極
的
に
事
業
展
開
で
き
る
よ
う
働

14
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
と
あ

っ
て
、
市
内
各
地
域
で
も
様
々
な

形
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

学
校
の
あ
る
実
籾
地
区
で
は
、

実
籾
商
店
会
連
絡
協
議
会
（
会

長：

桜
井
慶
氏
）
を
中
心
に
、
商

店
街
の
２
ヶ
所
に
横
断
幕
を
張
っ

た
り
、
習
高
生
徒
も
よ
く
願
か
け

に
訪
れ
る
と
い
う
「
八
幡
稲
荷
神

社
」
の
鳥
居
を
型
ど
っ
た
必
勝
う

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

猛
暑
の
中
、
遠
い
甲
子
園
か
ら

爽
や
か
な
習
志
野
の
風
を
送
っ
て

く
れ
た
選
手
諸
君
に
感
謝
し
な
が

ら
、
全
国
制
覇
と
い
う
夢
を
見
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
回
戦
の
相
手
は
、
こ
れ
も
四

国
の
強
豪
で
優
勝
候
補
の
明
徳
義

塾
（
高
知
）。
し
か
し
、
こ
こ
で
も

佐
々
木
君
の
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
が

冴
え
、
併
せ
て
白
鳥
捕
手
の
好
リ

ー
ド
と
自
ら
の
決
勝
２
ラ
ン
で
、

見
事
２
―
１
で
優
勝
候
補
を
倒
し
ま

し
た
。
９
回
裏
に
見
せ
た
外
野
陣

の
３
連
続
好
捕
は
、
ま
さ
に
習
志

野
に
神
風
が
吹
い
て
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
８
を
賭
け
た
三
回
戦
の

相
手
は
、
前
の
試
合
を
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
し
て
勢
い
に
乗
る
大
分
の
明

豊
高
校
。
こ
れ
ま
で
堅
か
っ
た
内

野
陣
に
乱
れ
が
で
て
６
点
を
失
い

ま
し
た
。
中
盤
に
１
点
差
ま
で
詰

め
寄
る
も
の
の
、
最
後
ま
で
あ
と

１
点
が
と
れ
ず
、
結
局
５
―
６
で
敗

れ
ま
し
た
。

E�

▲優勝決定の瞬間（マリンスタジアム）

▲各地区で盛り上がりました（右ー実籾、左ー大久保、下ー津田沼南口）

▲梶岡君のタイムリー（１回戦）

▲実籾商店会連絡協議会と八幡稲荷神社の「必勝うちわ」

▲白鳥君のホームラン（２回戦）

�
総
勢
40
名
の
「
会
議
所
大
応
援
団
」
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春・秋 連覇へむけ秋季リーグ戦が開幕

～９／１から神宮球場で～

昨
年
９
月
に
本
拠
地
を
習
志
野

（
日
本
大
学
生
産
工
学
部
実
籾
校
舎

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
移
し
た
我
が
日

本
大
学
野
球
部
（
鈴
木
博
識
監
督

部
員
80
名
）
が
、
秋
の
リ
ー
グ
戦

に
向
け
て
順
調
な
仕
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

習
志
野
市
移
転
後
初
と
な
る
今

春
の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
見
事
17
季

ぶ
り
20
度
目
の
リ
ー
グ
制
覇
を
達

成
し
、
全
日
本
大
学
選
手
権
で
も

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
衣
川
キ

ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
攻
守
と
も
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
チ
ー
ム
に
仕
上

が
り
、
地
元
の
実
籾
・
大
久
保
で

は
春
・
秋
連
覇
へ
の
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

第
70
回
の
記
念
大
会
で
あ
る
「
東
都
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
」
が

９
月
１
日
、
神
宮
球
場
で
開
幕
し
ま
し
た
。
各
大
学
と
も
実
力
伯
仲
の

中
、
我
が
日
大
野
球
部
が
春
・
秋
連
覇
に
挑
み
ま
す
。

８
月
24
日
ª

に
、
ザ
・
ク
レ
ス

ト
ホ
テ
ル
津
田
沼
３
階
に
お
い
て
、

「
日
本
大
学
野
球
部
の
習
志
野
市
移

転
歓
迎
・
祝
賀
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

同
祝
賀
会
は
、
地
元
の
実
籾
・

盛
大
に
移
転
歓
迎
・

祝
賀
会
を
開
催

大
久
保
両
商
店
街
が
中
心
と
な
っ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

当
日
は
70
数
名
の
参
加
者
の
も
と
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
習
志
野
高
校
野
球
部

の
椎
名
監
督
も
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

監
督
・
選
手
に
よ
る
優
勝
旗
を

持
っ
て
の
入
場
行
進
で
始
ま
っ
た

祝
賀
会
で
は
、
志
村
会
頭
、
桜
井

実
籾
商
店
会
連
絡
協
議
会
長
、
三

橋
大
久
保
商
店
会
（
協
）
理
事
長

が
、
日
大
の
校
章
で
も
あ
る
桜
の

花
び
ら
を
壇
上
に
ま
い
た
り
、
選

手
達
と
の
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、

終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
進
行

し
ま
し
た
。

選　手　名　簿�
（８/30現在）�

背番号�位　置� 学年� 投　打� 出　身　校�氏　　名�
11�
13�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
1�
5�
12�
22�
28�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
25�
26�
36�
37�
9�
10�
23�
24�
27�
35

投手�
�
�
�
�
�
�
�
�

捕手�
�
�
�
�

内野�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

外野�

今井　正治�
谷川晃一郎�
佐藤　崇明�
佐々木大樹�
川崎　貴弘�
堤内　　健�
館山　昌平�
吉原　道臣�
小澤　裕昭�
衣川　隆夫�
大野　隆治�
平山清一郎�
菊池　正敏�
井上登志弘�
上田　真也�
本橋伸一郎�
堀　　啓樹�
山田　　諭�
元野　天心�
杉山　大資�
村田　修一�
黒田　浩介�
岡部　敏義�
須田　　光�
逆井　　誠�
村井　廣幸�
林　　弘典�
加藤　重之�
中川　英俊�
熊崎　清龍�

3�
4�
4�
4�
3�
3�
3�
2�
4�
D�
3�
4�
3�
2�
4�
3�
2�
4�
4�
3�
3�
4�
4�
3�
4�
4�
3�
3�
3�
2

右・右�
右・右�
右・右�
右・右�
右・右�
右・右�
右・右�
右・右�
左・左�
右・左�
右・右�
右・右�
右・右�
右・左�
右・右�
右・右�
右・両�
左・左�
右・右�
左・左�
右・右�
右・右�
右・右�
右・右
左・左�
右・右�
左・左�
右・両�
右・右�
右・右�

所 沢 北 高 �
日 大 鶴 ヶ 丘 高 �
前 橋 工 業 高 �
平 商 業 高 �
小 山 西 高 �
宮 崎 日 大 高 �
日 大 藤 沢 高 �
日 大 豊 山 高 �
甲 府 工 業 高 �
兵 庫 育 英 高 �
東 福 岡 高 �
長 崎 日 大 高 �
宮 崎 日 大 高 �
明 徳 義 塾 高 �
兵 庫 育 英 高 �
Ｐ Ｌ 学 園 高 �
創 価 高 �
西 条 高 �
大 島 高 �
滝 川 第 二 高 �
東 福 岡 高 �
都 立 豊 多 摩 高 �
日 大 明 誠 高 �
前 橋 商 業 高 �
日 大 鶴 ヶ 丘 高 �
東海大付属相模高�
長 野 日 大 高 �
横 浜 高 �
日 大 藤 沢 高 �
滝 川 第 二 高 �

◯印＝主将�

最
後
に
鈴
木
博
識
監
督
か
ら
お

礼
と
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
の
健
闘
を

誓
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

同
リ
ー
グ
加
盟
６
大
学
で
行
わ

れ
る
「
東
都
大
学
野
球
新
人
戦
」

で
、
我
が
日
本
大
学
が
決
勝
で
東

洋
大
学
を
４
対
３
で
破
り
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
２
年
生
以
下
の

大
会
と
し
て
平
成
５
年
に
現
行
の

新
人
戦
と
な
っ
て
か
ら
の
初
優
勝

で
す
。

★
一
回
戦対

亜
細
亜
大
学

６
対
１

★
準
決
勝対

中
央
大
学

４
対
３

★
決
　
勝対

東
洋
大
学

４
対
３

優
勝

日
本
大
学

新
人
戦
で
初
優
勝

ようこそ
習志野へ

―
秋
の
リ
ー
グ
に
向
け
て
、
チ

ー
ム
状
態
は
ど
う
で
す
か
？

オ
ー
プ
ン
戦
前
半
は
投
手
陣

の
調
子
が
も
う
ひ
と
つ
で
し
た

が
、
終
盤
は
ま
と
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
打
撃
面
で
は
、
チ
ャ
ン

ス
に
打
て
な
い
と
い
っ
た
課
題

を
、
４
番
の
村
田
君
を
中
心
に

克
服
で
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

―
ラ
イ
バ
ル
校
は
？

全
チ
ー
ム
が
ラ
イ
バ
ル
で
す

ね
。
一
試
合
一
試
合
を
大
切
に

全
力
で
戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
勝
敗
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

先
に
相
手
に
点
を
や
ら
ず
に
、

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す

る
と
い
っ
た
う
ち
の
野
球
が
で

き
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
千
葉
（
習
志
野
）
に
移
っ
て

き
て
ど
う
で
す
か
？

学
部
に
よ
っ
て
は
学
校
ま
で

少
し
遠
く
て
大
変
で
す
が
（
笑
）、

練
習
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整

っ
て
い
る
の
で
と
て
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

衣川キャプテンに聞く

▲（上）監督・選手諸君と、（下）桜の花びらをまく

（手前から）志村会頭、桜井会長、三橋理事長

▲春のリーグ戦優勝旗をもって入場



〈申し込みから実行まで〉�

商
工
会
議
所
審
査
会�

国
民
生
活
金
融
公
庫�

融
　
資
　
実
　
行�

商
工
会
議
所
受
付�

融
資
を
受
け
た
い�

上記の手続きのため申込んで融資実行まで約１ヶ月かかるので早めに資金計画をたててお申し込み下さい。�

貸付�

返済�

小規模企業のみなさまへ�

　商工会議所独自の制度として、小規模企業等経営改善資金（通称:マル
ケイ資金）融資制度があります。この資金は一定期間経営指導を受けてい
る習志野市内の中小企業者の方に対して、商工会議所の推薦により、無担
保・無保証人で国民生活金融公庫から融資されるものです。�
★ご利用できる方�
①習志野市内で１年以上事業を営んでいる方�
②商業・サービス業の方は常時雇用者５人以下。製造業の方は20人以下（家族除く）�
③６ヶ月以上経営指導を受けている方�

融資限度額� 融資期間� 金    利�

５５０万円�
（+別枠450万円）�

運転資金 ５年�
設備資金 ７年�

１.３５％�
（９/６現在）�

（注）国民生活金融公庫非対象業種の方はご利用いただけません。�

習志野商工会議所中小企業相談所   D（４５２）６７００�

第１７４号（４）平成１３年９月１０日発行 商　工　習　志　野

生
涯
能
力
開
発
給
付
金

〜
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者

を
対
象
と
し
て
、
職
業
訓
練
を
行
う
事
業
主
の
方
へ
〜

★
受
給
で
き
る
事
業
主

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事

業
主
で
す
。

一
、
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聞
い

て
、
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画

を
作
成
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
、
一
の
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の

雇
用
す
る
45
歳
以
上
の
労
働
者
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
な
職
業
訓
練

（
実
訓
練
時
間
が
延
べ
10
時
間
以
上

の
も
の
）
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

①
配
置
転
換
等
に
よ
り
新
た
な
職

務
に
つ
か
せ
る
た
め
に
必
要
な
職

業
訓
練

②
専
門
的
な
知
識
ま
た
は
技
能
を

習
得
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
職
業

訓
練

③
技
術
の
進
歩
等
に
対
す
る
適
応

性
の
増
大
の
た
め
に
必
要
な
職
業

訓
練

④
定
年
退
職
後
の
再
就
職
の
円
滑

化
の
た
め
に
必
要
な
職
業
訓
練

★
受
給
で
き
る
額

右
下
表
①
の
経
費
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

一
、
求
職
活
動支

援
給
付
金

各
種
助
成
金
制
度
の
ご
案
内
③

相
談
所
コ
ー
ナ
ー

No.16
相
談
無
料
（
秘
密
厳
守
）

中
小
企
業
相
談
所
ま
で

@
（
４
５
２
）
６
７
０
０

二
、
自
己
啓
発助

成
給
付
金

★
受
給
で
き
る
事
業
主

労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
て
、

事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
を
作

成
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
っ
て
、

次
の
一
ま
た
は
二
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業
主
で
す
。

一
、
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画

に
基
づ
き
、
労
働
者
の
申
し
出
に

よ
り
、
有
給
教
育
訓
練
休
暇
（
原

則
と
し
て
１
コ
ー
ス
に
つ
き
10
労

働
日
以
上
）
を
与
え
、
有
給
教
育

訓
練
休
暇
の
全
期
間
に
つ
い
て
、

原
則
と
し
て
通
常
賃
金
以
外
の
賃

金
を
支
払
う
こ
と
。

な
お
、
受
給
の
対
象
と
な
る
教

育
訓
練
は
、
次
の
①
か
ら
④
ま
で

の
い
ず
れ
か
を
い
い
ま
す
。

①
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
職

業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
行
う

職
業
訓
練

②
高
等
学
校
、
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
の
行
う
学
校
教
育

③
各
種
学
校
等
の
行
う
教
育
の
う

ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
職

業
人
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
資

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

④
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
教
育
訓
練

ニ
、
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画

に
基
づ
き
、
労
働
者
の
申
し
出
に

よ
り
、
事
業
外
の
教
育
訓
練
施
設

の
行
う
教
育
訓
練
の
受
講
に
対
し

て
、
そ
の
受
講
に
要
す
る
経
費
の

援
助
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
訓
練
の
範

囲
は
、
能
力
開
発
給
付
金
と
同
じ

者
及
び
、
そ
の
他
労
働
者
の
職
業

能
力
開
発
向
上
の
た
め
に
必
要
な

職
業
訓
練
で
す
。

★
受
給
で
き
る
額

下
表
②
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
定
め
る
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

【
申
請
先
】

千
葉
県
千
葉
支
庁
商
工
労
政
課

@
０
４
３(

２
２
４)

０
３
１
５
ま
で

【
申
請
期
限
】

事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
届

を
毎
年
度
６
月
末
ま
で
に
提
出
。

当
該
計
画
届
に
基
づ
き
、
毎
年
度

４
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
に
終

了
し
た
対
象
職
業
訓
練
等
に
つ
い

て
は
10
月
中
に
、
10
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
末
日
ま
で
に
終
了
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
４
月
中
に
支
給

申
請
書
を
提
出
。

A
次の表の経費の区分に応じ、それぞれに定める額が支給されます。�

B
次の表の経費の区分に応じ、それぞれに定める額が支給されます。�

対象となる経費�
A受講に要する経費に対する�
援助の額�
B有給教育訓練期間中の賃金�
　（全一日業務に就かなかっ�
　た日）�

有給教育訓練休暇の付与� 有給教育訓練休暇の付与以外�

支給限度額等�
助成率� 助成率�

大企業�
�
１／４�
�
１／４�
�

中小企業�
�
１／３�
�
１／３�

大企業�
�
１／４�
�

中小企業�
�
１／３�
�

55歳以上　   10万円�
55歳未満　　  5万円�
45歳以上　　  150日�
大学等の場合  200日�
1人1日あたり 10,650円�

（注）1　Dの［　］内の助成額は、Aの事業内で集合訓練を実施する場合の額です。�
　　　2　中小企業における∏のB及びCにおける職業訓練にあっては、導入奨励金の支給対象となった計画提出以後３年度以内�
　　　　  に開始された訓練については、25歳未満の労働者に対しても対象となります。�
　　　3　Aの訓練以外の訓練については、能力開発給付金の申請については、一事業所あたり300人を限度とします。�

�
�
�
�
�
A企業内で集合訓練を実施した�
　場合の講師謝金、教材費等の�
　運営費�
�
B企業外の教育訓練施設へ派遣�
　した場合の入学料及び受講料�
�
C訓練受講中の賃金（通常賃金�
　以上の賃金を支払い、かつ全�
　一日業務に就かなかった日）�
D高齢者に対する雇用安定等職�
　業訓練の受講に対して援助し�
　た経費（受講奨励金）�
E高齢者に対し1コース30日を�
　超える長期間の定年退職後の�
　再就職のための訓練を実施し�
　た場合の特別奨励金�
F職業能力開発推進者を選任した中小企業の事業所であって、初めて事業内�
　職業能力開発計画届を提出した場合の導入奨励金�

Ａ.55歳以上の者に対する訓練� Ｂ.55歳以上の者に対する訓練�

大　企　業� 中 小 企 業� 大　企　業� 中 小 企 業�
労働者１人�
当 た り の �
限 度 額 等 �

労働者１人�
当 た り の �
限 度 額 等 �

１年目 1／3�
２年目 1／4�
３年目以降�
　　　 1／6
１年目 1／2�
２年目 1／3�
３年目以降�
　　　 1／4

１年目 1／4�
２年目 1／6�
３年目以降�
　　　 1／8
１年目 1／4�
２年目 1／6�
３年目以降�
　　　 1／8

１/２�

２/３�

１/３�

１/３�

７万円� ５万円�

５万円�10万円�

55歳以上の者�
　　　　１日　 5,000円�

１日当たり　       860円�
　　　　　［又は590円］�

31日目から受講日�
 1 日当たり　    5,000円�

�

150日�
�
�
150日�
�
�
120日�

25歳以上の者�
　　　　１日　4,000円� 150日�

�
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〈新シリーズ〉

を
期
待
し
声
援
を
送
り
た
い
。
▼

習
高
野
球
部
の
活
躍
は
市
内
に
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
街
に
も

一
体
感
が
生
ま
れ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
当
所
も
、
会
員
企
業
の
皆

さ
ま
に
お
役
に
立
つ
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
習
高
野
球
部
に
負
け
な

い
よ
う
な
感
動
を
与
え
ら
れ
る
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
Ｔ
・
Ｔ
）

戦
で
負
け
た
時
、
椎
名
監
督
は

「
選
手
が
エ
ラ
ー
し
た
の
は
一
生
懸

命
プ
レ
ー
し
た
結
果
。
だ
か
ら
誰

も
責
め
ら
れ
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
こ

の
監
督
に
こ
の
選
手
あ
り
と
思
っ

た
。
▼
選
手
達
は
、
野
球
以
外
で

も
生
涯
の
師
を
得
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
新
チ
ー
ム
で
も
、
強

く
爽
や
か
な
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と

習
高
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
で

湧
い
た
夏
が
過
ぎ
た
。
大
変
暑
さ

が
続
い
た
折
、
と
て
も
爽
や
か
な

風
を
感
じ
た
。
▼
ノ
ー
シ
ー
ド
か

ら
県
大
会
を
制
し
て
甲
子
園
の
グ

ラ
ン
ド
に
立
っ
た
選
手
は
い
か
ば

か
り
か
、
習
志
野
市
民
に
大
き
な

感
動
を
与
え
た
と
思
う
。
▼
３
回

問
合
せ
＝
千
葉
県
商
工
労
働
部
労

政
課
労
働
福
祉
班
@

０
４
３(

２
２

３)

２
７
４
１
ま
で

ネ
ッ
ト
で
成
功
す
る
売
り
方
　
〜
「
５
点
セ
ッ
ト
」
が
基
本
〜

る
。
要
す
る
に
星
印
を
付
け
る
と

い
う
こ
と
で
、「
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ

ン
」
な
ど
と
同
じ
こ
と
だ
。
こ
れ

を
販
売
商
品
の
一
つ
一
つ
に
付
け

る
。
し
か
も
ネ
ッ
ト
で
は
「
顧
客

の
付
け
た
星
」「
店
の
付
け
た
星
」

「
専
門
家
の
付
け
た
星
」
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能

だ
。最

後
が
「
顧
客
間
イ
ン
タ
ー
ラ

ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
も
の
。
要
す

る
に
「
顧
客
の
声
を
コ
ン
テ
ン
ツ

に
利
用
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
際
に
使
用
し
た
人
の
評
価
、

書
評
な
ど
を
掲
載
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
結
果
的
に
こ
れ
が
購
買
時

点
で
最
も
役
に
立
つ
情
報
で
あ
っ

た
り
す
る
。

こ
の
５
点
セ
ッ
ト
を
す
べ
て
利

用
す
る
必
要
は
な
い
。
だ
が
、
自

分
の
店
で
ど
れ
が
利
用
で
き
る
か

は
、
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
る
。

Ｍ
＆
Ｍ
研
究
所
代
表

三
石
　
玲
子

ま
ず
１
点
目
は
「
検
索
」
だ
。

お
よ
そ
実
店
舗
で
は
検
索
な
ど
行

わ
な
い
。
階
層
構
造
を
特
徴
と
す

る
ネ
ッ
ト
で
は
、
情
報
は
幾
重
に

も
重
な
っ
て
い
る
。
深
い
階
層
に

あ
る
情
報
に
的
確
に
到
達
す
る
手

段
は
事
実
上
検
索
に
頼
る
し
か
な

い
。
ネ
ッ
ト
の
買
い
物
を
「
サ
ー

チ
＆
バ
イ
」（
検
索
し
て
買
う
）
と

い
う
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。

２
点
目
は
「
比
較
」
だ
。
難
し

く
言
う
と
「
コ
ン
パ
リ
ソ
ン
・
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
い
う
。
他
店
と

の
価
格
比
較
、
商
品
間
の
仕
様
比

較
。
と
に
か
く
ネ
ッ
ト
で
は
「
比

較
」
は
得
意
技
な
の
だ
。
実
店
舗

で
は
こ
う
は
い
か
な
い
。「
秋
葉
原

で
一
番
安
い
店
」
な
ど
を
探
し
て

い
た
ら
１
日
は
か
か
っ
て
し
ま
う
。

ネ
ッ
ト
で
は
た
っ
た
３
秒
だ
。

３
点
目
は
「
推
薦
」
で
あ
る
。

「
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。

例
え
ば
あ
る
本
を
ネ
ッ
ト
で
買
っ

た
と
し
よ
う
。
す
る
と
画
面
の
下

の
方
に
は
「
こ
の
本
を
購
入
さ
れ

た
お
客
様
は
次
の
よ
う
な
本
も
購

入
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
出
て
く

る
。
一
見
大
き
な
お
世
話
の
よ
う

だ
が
、
客
単
価
を
上
げ
る
に
は
不

可
欠
の
手
法
だ
。
こ
れ
も
ネ
ッ
ト

の
得
意
技
の
一
つ
。

４
点
目
は
「
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
」

あ
る
い
は
「
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
あ

ネ
ッ
ト
で
成
功
す
る
ヒ
ケ
ツ
は
、

ネ
ッ
ト
な
ら
で
は
の
売
り
方
を
マ

ス
タ
ー
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
意

外
と
難
し
い
。
そ
こ
で
最
も
基
本

で
あ
る
「
５
点
セ
ッ
ト
」
と
い
う

考
え
方
を
紹
介
し
よ
う
。

労
務
管
理
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
「
社
会
保
険
労
務

士
」
が
、
中
小
企
業
の
人
事
・
労

務
管
理
面
の
相
談
や
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
の
各
種
助
成
金
、
奨

励
金
等
の
労
働
施
策
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
を
行
う
、
中
小
企
業
労

働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
無
料
で

派
遣
し
ま
す
。
相
談
・
指
導
場
所

も
、
ア
ド
ア
バ
イ
ザ
ー
が
現
地
に

出
向
き
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
∫

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
八
千
代
市
医
師
会
内

担
当
医
＝
秋
葉
琢
磨
氏
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
＝
無
料

内
容
＝
働
く
人
の
健
康
に
関
す
る

相
談
全
般

申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
千
代
市
医

師
会
（
八
千
代
市
ゆ
り
の
き
台
２
ー

10

@
（
４
８
２
）
４
７
２
２
ま
で

10
月
８
〜
10
日
（
昼
３
日
）

◇
受
講
料
　
７
千
円

◇
定
　
員
　
15
名

問
合
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
千

葉
開
発
援
助
課
　
@
０
４
３
（
２

４
２
）
４
１
９
３
ま
で

★
人
事
・
労
務
管
理
の

相
談
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

★
働
く
人
の
健
康
相
談

★
津
田
沼
一
丁
目
商
店
会
フ
リ
　

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
＝
11
月
11
日
∂

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所
＝
新
京
成
新
津
田
沼
駅
前
２

階
通
路

募
集
数
＝
31
コ
マ
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

出
店
料
＝
２
千
円
（
１
コ
マ
）

申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
葉
書
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
主
な

出
品
物
（
飲
食
は
不
可
）
を
明
記

の
う
え
、
習
志
野
市
商
店
会
連
合

会
事
務
局
（
習
志
野
市
津
田
沼
５

ー
12
ー
12

@
（
４
５
５
）
１
９

５
５
ま
で

締
切
り
＝
10
月
10
日
π

（
当
日
消

印
有
効
）

主
催
＝
津
田
沼
１
丁
目
商
店
会

後
援
＝
習
志
野
市
商
店
会
連
合
会

★
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

①
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ

技
術◇

実
施
日

10
月
６
、
13
、
20
、
27
日

◇
受
講
料
　
１
万
３
千
円

◇
定
　
員
　
12
名

②
Ｖ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
に
よ
る
ロ
ジ
ッ
ク
電

子
回
路

◇
実
施
日

10
月
６
、
13
、
20
、
27
日

◇
受
講
料
　
８
千
円

◇
定
　
員
　
12
名

③
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
実
力
養
成

◇
実
施
日

10
月
６
、
13
、
20
日

◇
受
講
料
　
８
千
円

◇
定
　
員
　
30
名

④
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

◇
実
施
日

10
月
１
日
現
在
で
、
平
成
13
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
依
頼
に
、

各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
＝
習
志
野
市
役
所
総
務
課

@
（
４
５
１
）
１
１
５
１
ま
で

★
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

青
年
部
（
部
長：

角
原
正
信
氏
ó

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
で
は
、
地
域
の
活
性

化
や
相
互
交
流
を
目
的
と
し
て
、「
と

き
め
き
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
21
日
∂
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
新
習
志
野
駅
前

募
集
数
＝
１
０
０
コ
マ
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

出
店
料
＝
２
千
円
（
１
コ
マ
）

対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者
優
先
（
プ

ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
不
可
）

申
込
み
・
問
合
せ
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
往
復
葉

書
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
主
な

出
品
物
（
飲
食
、
偽
ブ
ラ
ン
ド
、
生
き

物
、
ア
ダ
ル
ト
は
不
可
）
を
明
記
の
う

え
、
習
志
野
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務

局
（
習
志
野
市
津
田
沼
５
ー
12
ー
12

@
（
４
５
２
）
６
７
０
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
４
５
２
）
６
７
４
４
担
当
　
伊
能
）

★
千
葉
工
業
大
学
技
術
情
報

振
興
会
講
演
会
（
第
１
回
）

日
時
＝
平
成
13
年
９
月
21
日
ª

午

後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
＝
千
葉
工
業
大
学
津
田
沼
校
舎

内
容
＝
①
（
１
時
30
分
〜
）
テ
ー

マ
＝
「
モ
バ
イ
ル
と
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
が
切
り
開
く
Ｉ
Ｔ
革
命
」

講
師
＝
日
経
Ｂ
Ｐ
企
画
専
務
取
締

役
　
荒
井
久
氏
　
②
（
３
時
30
分

〜
）
テ
ー
マ
＝
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
時
代
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

講
師
＝
千
葉
工
業
大
学
工
学
部
電

子
工
学
科
教
授
　
伊
藤
　
武
　
氏

参
加
料
＝
技
術
情
報
振
興
会
会

員
＝
無
料
　
非
会
員
＝
千
円

申
し
込
み
・
問
合
せ
＝
千
葉
工
業

大
学
研
究
助
成
課
@
（
４
７
８
）

０
３
２
５
ま
で

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
、
全

員
が
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
＝
習
志
野
市
役
所
国
保
年

金
課
@
（
４
５
１
）
１
１
５
１
内

線
２
１
０
・
２
１
１
ま
で

★
国
民
年
金
　
み
ん
な
で

支
え
る
　
明
る
い
老
後

★
お
座
敷
列
車

ニ
ュ
ー
な
の
は
な
（
習
志
野
市
民
）

日
時
＝
11
月
４
日
∂

行
き
先
＝
紅
葉
の
奥
只
見
と
大
湯

温
泉

募
集
数
＝
１
８
０
名

代
金
＝
３
万
５
千
円
〜
３
万
５
千
600
円

申
込
み
・
問
合
せ
＝
Ｊ
Ｒ
津
田
沼

駅
@
（
４
７
２
）
３
０
６
５
ま
で
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な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
顧
問
弁
護
士

渡
辺
　
惇
先
生

D
（
４
７
２
）
０
９
１
１

▲
【
応
募
の
き
ま
り
】
１
人
１
通
ま
で
。
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
５
２
）
６
７
４
４
ま
た
は
、
ハ
ガ
キ
〒
２
７
５
ー
０
０
１
６
習
志
野
市
津
田
沼
５
ー
12
ー
12
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ルKey21@

narashino-cci.or.jp

ま
で
。【
し
め
き
り
】
９
月
26
日
π
必
着

　
　
　

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
「
Ｃ
Ｐ
マ
リ

ン
本
店
」【
津
田
沼
５
ー
５
ー
21
ダ
イ
ワ
ア
ネ

ッ
ク
ス
ビ
ル
２
Ｆ
@
（
４
５
４
）
０
１
３
２
】

様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
エ
ス
テ
特
別
優
待
券
を

５
名
様
に
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
当
店
で
素
肌
と

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
。

ギ
フ
ト
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
企
画
・
制

作
・
販
売
の
ó
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
【
津
田
沼

３
ー
２
ー
16
@
（
４
７
８
）
０
１
８
８
】

様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
を
８
名
様
に
。
ギ
フ
ト
商
品
な

ら
ぜ
ひ
当
社
へ
。

美
容
室
フ
ォ
ー
ル
ハ
ー
ト
【
津
田
沼

５
ー
５
ー
21
ダ
イ
ワ
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

１
Ｆ
@
（
４
５
１
）
５
６
８
８
】
様
の

ご
提
供
に
よ
り
、
パ
ー
マ
特
別
優
待
券

を
10
名
様
に
。
あ
な
た
の
髪
の
悩
み
解

決
し
ま
す
。

Cパーマ

特別優待券１０名

美容室フォールハート提供

い
描
い
て
い
た
と
お
り
の
集
客
層

で
す
ね
。
で
も
、
開
店
す
る
ま
で

の
場
所
探
し
は
苦
労
し
ま
し
た
よ
。

１
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
か
ら

（
笑
）」
と
西
脇
さ
ん
。
店
名
の
マ

ル
ル
は
「
あ
り
が
と
う
」
を
意
味

す
る
タ
ヒ
チ
の
現
地
語
で
、
そ
の

響
き
が
気
に
入
っ
て
西
脇
さ
ん
が

名
づ
け
た
そ
う
で
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
店

内
に
は
、
ふ
っ
く
ら
焼
き
あ
が
っ

た
パ
ン
の
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
い

ま
す
。
地
元
の
主
婦
を
中
心
に
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
人
気
の
パ
ン
は

あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
て
し

ま
う
そ
う
で
、
特
に
人
気
が
あ
る

の
は
、
け
し
の
実
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ

の
「
モ
ー
ン
」、
レ
ー
ズ
ン
の
中
に

カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
が
入
っ
た

「
ク
レ
ー
ム
レ
ザ
ン
」、
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
に
ミ
ル
ク
ク
リ
ー
ム
を
サ
ン

ド
し
た
「
ミ
ル
ク
ク
リ
ー
ム
」、
紅

茶
の
葉
を
盛
り
込
ん
だ
「
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
」
だ
そ
う
で
す
。
値
段
も

１
２
０
円
〜
１
８
０
円
と
お
手
頃

で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
悩
ん
で
い

る
と
、
つ
い
買
い
過
ぎ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。

「
あ
た
ら
し
い
パ
ン
の
開
発
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
西
脇
さ
ん
。
北
海
道
か
ら
特
別

に
仕
入
れ
て
い
る
と
い
う
小
麦
を

始
め
、
素
材
に
は
特
に
気
を
つ
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
味
で
は

ど
こ
に
も
負
け
ま
せ
ん
と
い
う
西

脇
さ
ん
の
パ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

現
在
７
名
い
る
従
業
員
の
中
に

は
、
西
脇
さ
ん
の
ご
両
親
も
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
面
で
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
ね
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
西
脇
さ
ん
。
早
朝
か

ら
夜
中
ま
で
の
重
労
働
に
も
、
パó

朱
泉
【
袖
ヶ
浦
１
ー
８
ー
13
@
（
４

５
４
）
２
１
７
８
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、

押
尾

学
さ
ん
の
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
、
肌

あ
れ
・
ニ
キ
ビ
に
よ
く
効
く
メ
ナ
ー
ド
薬

用
ビ
ュ
ー
ネ
を
１
名
様
に
。
ぜ
ひ
一
度
お

試
し
下
さ
い
。

あ
な
た
の
街
の
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
ó

織
戸
自
動
車
整
備
工
場
【
谷
津
４
ー
８
ー
36
@

（
４
５
１
）
２
６
６
０
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
無
料
交
換
券
（
12
月
ま
で
）

を
５
名
様
に
。
車
の
こ
と
な
ら
全
て
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
。

Dエンジンオイル

無料交換券５名

ó織戸自動車整備工場提供

Fメナード薬用ビューネ

１名様

ó朱泉提供

ン
を
作
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
特

に
苦
労
は
感
じ
ま
せ
ん
と
笑
顔
で

応
え
ま
す
。
将
来
的
に
は
あ
と
何

店
か
お
店
を
持
ち
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
し
っ
か
り
し
た
経
営
展
開

も
視
野
に
い
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
食
欲
の
秋
。
若
い
店

長
の
素
材
と
味
に
こ
だ
わ
っ
た
焼

き
た
て
パ
ン
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

営
業
時
間
…
Ａ
Ｍ
９
時
〜
Ｐ
Ｍ
７
時

定
休
日
…
日
曜
・
祝
日

西
脇
さ
ん
が
現
在
の
場
所
で
お

店
を
開
い
た
の
が
今
か
ら
１
年
前
。

お
店
を
開
く
に
は
何
よ
り
も
立
地

条
件
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
、
約

１
年
を
か
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
を
見
て
ま
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す

る
条
件
に
合
っ
た
の
が
こ
の
場
所

だ
っ
た
と
か
。

「
通
勤
・
通
学
の
お
客
さ
ん
は
少
な

い
で
す
が
、
近
く
に
は
学
校
や
病

院
が
あ
り
、
あ
る
程
度
自
分
が
思

õ
日
本
映
画
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
協

会
会
員
　
飯
島
隆
志
【
船
橋
市
古
和
釜
町
５

８
３
ー
８
@
（
４
６
４
）
６
１
９
５
】
様
の

ご
提
供
に
よ
り
、
東
映
系
の
映
画
ペ
ア
券

（
９
〜
10
月
）
を
２
組
４
名
様
に
。
映
像
・
製

作
の
こ
と
な
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

E東映全国共通

ペア映画券２組

会 員 �
紹 介 �

ＮＯ．153

「
素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
」

（

）

袖
ヶ
浦
　
４
ー
17
ー
２

@
（
４
５
５
）
０
８
８
２

パ
ン
工
房
　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
マ
ル
ル
）

袖
ヶ
浦
東
小
学
校
前
の
バ
ス
通
り
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
、
素
材

と
水
に
こ
だ
わ
っ
た
お
い
し
い
焼
き
た
て
パ
ン
の
お
店
「
パ
ン
工
房

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
マ
ル
ル
）」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
代
表
者
の
西
脇

幹
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲ふっくら焼きたてで値段もお手頃です

▲店長の幹男さん（左端）とご両親（中央）

▲袖ヶ浦東小学校の目の前です


